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【目的と概要】

【提案内容】

【まとめと考察】

「フラガールジュース」の
浸透戦略プロジェクト

【謝辞】

本学と2024年に協定を締結したカゴメ㈱様は、持続可能な地球環境への取組みを進めており、資源の有効活用や食
品の廃棄ロスを削減するための方策が課題となっています。

2024年度は、「いわき小名浜菜園＊」でフィールド調査を実施し課題を明確にしながら、トマト（規格外品**）
の有効活用や食品ロス削減に繋がる施策や方法を提案しました。2025年度は、それを踏まえて、4年ゼミ生が三つ
のチームに分かれ「いわき小名浜菜園」で生産され、食品ロス削減の方策の一つとして企画された「フラガール
（トマトの品種の一つ）ジュース」の浸透戦略の提案に取り組みました。

本プロジェクトでは、24年9月にいわき小名浜菜園を訪れ、規格外品トマトの
処理を見学し食品ロスを自分ごととして捉えたことを契機に、若年層に規格
外品トマトを使ったジュースを訴求する戦略を立案し、消費者調査を実施し
戦略の受容性を分析することで、実現可能性を検討してきました。
今回の地域連携プロジェクトを通じて、学生からは、「学生生活の集大成

として、学んできたマーケティングや経営学の知識を使って、食品ロス削減
に向けたマーケティング戦略を導きだせたことは貴重な経験となった」「社
会人になってもこの経験を忘れず、社会課題を自分ごととして捉え主体的に
学び、答えを導く人でありたい」等といった声が聞かれました。

本プロジェクトを遂行するにあたり、カゴメ㈱経営企画室、カゴメアグリフレッシュ㈱経営企画部、いわき小名
浜菜園㈱の皆様に大変お世話になりました。この場を借りて深く感謝申し上げます。また、社会連携センターを
はじめ、学内の関係者の皆さまに多大なるご支援を賜りましたこと深く御礼申し上げます。

学生は社会課題を解決することの難しさを感じながらも、学修したことや身につけたスキルが社会課題を解決
するのに役立てられるということが実感できたこと、近い将来社会に出ていく学生にとって、主体的に社会課題
を発見し解決していきたいという意欲に繋がっていることは、教員にとってこの上ない喜びです。

最終発表後にゼミ生とプロジェクト関係者の皆様

＊ カゴメ㈱様関連の大規模菜園の一つ（福島県いわき市）
＊＊ 形や大きさなどが規格に合わないため市場に出回らないトマト
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